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附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

 

附　　則

　１　この要領は、平成30年４月５日から施行する。

　２　この要領は、令和２

 

年５月31日限りその効力を失う。ただし、この要領に基づき交付

　　された補助金については、第７及び第８の規定は、同日以降もなおその効力を有する。

　１　この要領は、平成30年６月20日から施行する。

　１　この要領は、平成30年12月25日から施行する。

　１　この要領は、平成31年４月８日から施行する。

　１　この要領は、令和元年○月○日から施行する。
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別紙１－３

第１　作業システムの改善計画等

(A） (B） (C）

(注）１　事業種目は、「林業機械の改良」、「林業機械(又は設備)の導入」のどちらかを選択してください。

２　｢構造規格」欄は、導入する作業機（アタッチメント等）、装備等の構造規格について記入してください。

３　事業費の内訳の市町村欄は、市町村から別途補助金の交付がある場合に記入してください。

４　林業機械の改良の場合は備考欄にベースマシーンの規格･構造・種類等を記入してください。

５　備考欄には消費税額を記入してください。

第２　利用計画

(注）１　「導入機械使用」の欄には、今回の事業により導入される機械で生産される作業班(現場＝民有林）の計画量等を記入してください。

２　「現在の原木生産量」の欄は、直近３ヶ年平均実績を、「将来の原木生産量｣の欄は導入年度の翌年から３年後の年間計画量を記入してください。

３　「うち県内

 

出荷(m3)」の欄は、県内に

 

木材加工施設を有する事業者等への

 

出荷量であり、導入機械使用による原木生産量又は合計の原木量生産量

　　のいずれかが過半を超える計画としてください。

４　「年間利用日数」の欄は、林業機械の導入後に稼働する年間の日数(計画）を記入してください。

５

 

　「木材の運搬実績のある運送会社」が事業主体の場合は、木材運搬実績が3年以上あり、かつ3社以上の事業体との間で木材の運搬実績を有する

 

　　ことが分かる資料（任意様式）を添付してください。

 

第３　作業システムの改善の現状及び目標

事業主体： 単位：台・円

事業費の内訳

事業種目 補助金 市町村費 負担金 備　考

(消費税含む） (A+B+C）

計

単位：台・ha・m3・％

利　用　計　画

区　　分 機械の種類 現在の原木生産量 将来の原木生産量 備　　考

面積 材積 面積 材積 うち県内

 

割合 (日）

主伐

間伐

主伐

間伐

主伐

間伐

　　なお、「木材の運搬実績のある運送会社」が事業主体の場合は、「現在の原木運搬量」、「将来の原木運搬量」と読み替えてください。

 

改善する前の作業システムの現状改善しようとする作業システムの目標　　 作業システム

改良･導入する機械の構造・規

格

事業量 事業費 補助対象経費

台数

年間利　　

用日数

区分

導入機械使用

そ　の　他

合　　計

備考
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附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

　１　この要領は、平成30年４月５日から施行する。

　２　この要領は、平成32年５月31日限りその効力を失う。ただし、この要領に基づき交付

　　された補助金については、第７及び第８の規定は、同日以降もなおその効力を有する。

　１　この要領は、平成30年６月20日から施行する。

　１　この要領は、平成30年12月25日から施行する。

　１　この要領は、平成31年４月８日から施行する。
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別紙１－３

第１　作業システムの改善計画等

(A） (B） (C）

(注）１　事業種目は、「林業機械の改良」、「林業機械(又は設備)の導入」のどちらかを選択してください。

２　｢構造規格」欄は、導入する作業機（アタッチメント等）、装備等の構造規格について記入してください。

３　事業費の内訳の市町村欄は、市町村から別途補助金の交付がある場合に記入してください。

４　林業機械の改良の場合は備考欄にベースマシーンの規格･構造・種類等を記入してください。

５　備考欄には消費税額を記入してください。

第２　利用計画

(注）１　「導入機械使用」の欄には、今回の事業により導入される機械で生産される作業班(現場＝民有林）の計画量等を記入してください。

２　「現在の原木生産量」の欄は、直近３ヶ年平均実績を、「将来の原木生産量｣の欄は導入年度の翌年から３年後の年間計画量を記入してください。

３　「うち協定出荷(m3)」の欄は、県内の木材加工施設を有する事業者、木質バイオマスを利用する事業者又は県森連等の木材共販所等との間で締結した｢間

　　伐材等の安定供給協定」による出荷量であり、導入機械使用による原木生産量又は合計の原木量生産量のいずれかが過半を超える計画としてください。

４　「年間利用日数」の欄は、林業機械の導入後に稼働する年間の日数(計画）を記入してください。

第３　作業システムの改善の現状及び目標

事業主体： 単位：台・円

事業費の内訳

事業種目 補助金 市町村費 負担金 備　考

(消費税含む） (A+B+C）

計

単位：台・ha・m3・％

利　用　計　画

区　　分 機械の種類 現在の原木生産量 将来の原木生産量 備　　考

面積 材積 面積 材積 うち協定 割合 (日）

主伐

間伐

主伐

間伐

主伐

間伐

改善する前の作業システムの現状改善しようとする作業システムの目標　　 作業システム

改良･導入する機械の構造・規

格

事業量 事業費 補助対象経費

台数

年間利　　

用日数

区分

導入機械使用

そ　の　他

合　　計

備考


